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１  第２次徳島市地球温暖化対策推進計画                     
 

⑴   概 要 

「第２次徳島市地球温暖化対策推進計画」は、「第２次徳島市環境基本計画」の基本目標

の１つ「資源やエネルギーを大切にし、地域から行動するまち」の実現に向けた、地球環

境分野での個別計画として位置づけるものです。また、「地球温暖化対策の推進に関する法

律」に基づき、平成 19 年に策定した「徳島市地球温暖化対策推進計画」を引き継ぐもので

す。 

本計画は、徳島市域から排出される温室効果ガスの削減に向け、市の現状や地域特性を

踏まえ、市民・事業者・市等の各主体が、各々の役割に応じた取組みを総合的かつ計画的

に推進していくことを目的としています。  

計画期間：平成 26 年度から令和 2 年度までの 7 年間 

削減目標：令和 2 年度における徳島市域から排出される温室効果ガスを平成 2 年度と比較

して概ね 6％削減 
 

⑵   徳島市域における温室効果ガスの総排出量（令和２年度） 

エネルギー供給実績や各種統計データをもとに、市全域から排出される温室効果ガスの

排出量を算定しました。（統計資料が過去に遡って修正されたため、公表済であった過去の

排出量もあわせて修正を行いました。）  

本書作成時に把握可能な直近の年である令和２年度の温室効果ガスの総排出量は、177.0

万トンで、平成 2 年度（基準年度）の総排出量と比べると 7.8％の減少となっており、本

計画の削減目標を達成しました。また、前年度の総排出量と比べると、27.9 万トン、約

18.7％の増加となっています。 

（単位：千トン-CO2） 

  
平成 2 年度 

（基準年度）  
平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 

二 酸 化 炭 素 1,838 

 

1,683 1,417 1,691 

  

  

  

  

  

産 業 部 門 776 376 296 421 

家 庭 部 門 314 445 347 450 

業 務 部 門 283 

 

401 317 395 

運 輸 部 門 420 396 390 352 

廃棄物部門 46 65 67 73 

二酸化炭素以外のガス  82 74 74 79 

温室効果ガス（合計）  1,920 1,757 1,491 1,770 

電力の排出係数 (kg-CO2/kWh) 0.410 0.528 0.408 0.569 

前年度より総排出量が増加したのは、電力使用量は減少しているものの、伊方原子力発

電所３号機の稼働停止に伴い火力発電所の稼働が増加し、電力の排出係数(電力をつくる

際に排出したとされる二酸化炭素量)が悪化したことが要因と考えられます。 

第 3 章 個別計画の実施状況
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２  第５次徳島市エコオフィスプラン                       

 

⑴  概 要 

市役所では、業務の中で電気や燃料、印刷用紙等を大量に使用しており、それだけ温室

効果ガスも多く排出しています。  

徳島市では、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき、平成 13 年に「第１次徳

島市エコオフィスプラン」を策定しました。 

令和 2 年度で第４次徳島市エコオフィスプランの計画期間が終了したため、令和 3 年 3

月に国等の動向やこれまでの取組み状況をふまえた上でプランの改定を行い、第５次徳島

市エコオフィスプランを策定しました。令和 3 年度から新しいプランのもと、脱炭素社会

へ向け、より一層の地球温暖化対策の推進を図るべく市職員が一丸となり取り組んでいま

す。 

 

計画期間：令和 3 年度から令和 12 年度まで 

削減目標：令和 12 年度までの期間で、平成 25 年度と比べ、温室効果ガスの総排出量

を 40.0％削減 

対象範囲：市役所で行う全ての事務事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵  令和４年度の目標達成状況について 

●市役所における温室効果ガスの総排出量 

令和 4 年度に市役所から排出された温室効果ガスの総排出量は 40,716 トンで、基準と

なる平成 25 年度と比べて 34.7％削減しました。  

市役所全体で排出量が削減された要因として、各施設が省エネルギーのための設備更新

や設備運用の見直しを行い、エネルギー使用量が減少したことや電力の排出係数が改善し

たことなどが挙げられます。  

（単位：トン-CO2）  

※電力の排出係数は、各年度の算定用数値を用いて算定。（平成 25 年度：0.700 kg -CO2/kWh、

令和 4 年度：0.484kg-CO2/kWh） 

 

主な取組  

①  電気使用量の削減  

②  公用車の燃料使用量の削減  

③  グリーン購入の推進  

④  用紙類使用量の削減  

⑤  廃棄物の削減（３Ｒの推進） 

⑥  廃プラスチック量の削減  

⑦  環境に配慮した率先行動  

⑧  環境に配慮した施設等整備  

⑨  環境に配慮した設備管理  

 

 
令和 12 年度 

目  標 

平成 25 年度 

（基準年度）  

令和 4 年度 

（実績） 
基準年度比 

温室効果ガスの 

総排出量※ 

基準年度比 

▲40.0％ 
62,395 40,716 ▲34.7％ 
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●活動項目別目標  

徳島市の事務・事業のうち、エネルギー・資源の使用抑制など、温室効果ガスの排出削

減につながる活動項目別目標を設定しています。 

令和 4 年度は、数値目標 6 項目のうち 1 項目において目標を達成しました。  

 

項 目 
令和 12 年度 

目  標 
基準値 

令和 4 年度 

（基準値比） 
達成状況 

電気使用量 
前年度比 

毎年▲1.0％以上  

65,777,854 kWh 

（令和 3 年度） 

66,079,734kWh 

（0.5％増加） 
未達成 

公用車の燃料使用量  
令和元年度比 

▲15.0％以上  

605,389ℓ 

（令和元年度） 

551,051ℓ 

（9.0％削減） 
未達成 

文具類の 

グリーン購入率 
100％  ―   90％  未達成 

用紙類使用量 

（A4 換算） 
令和元年度以下 

75,584,981 枚 

（令和元年度） 

68,503,263 枚 

（9.4％削減） 
達成  

廃棄物の 

リサイクル率 
70％以上 ―  62.60％ 未達成 

廃プラスチック量 令和元年度以下 
1,877kg 

（令和元年度） 

1,914kg 

（2.0％増加） 
未達成 

 

 

 

 

 

 

徳島市エコオフィスプランマスコットキャラクター  

「TEOP（テオップ）」  
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３  とくしまエコマネジメントシステム                     

 

徳島市では、環境保全施策や省エネルギー・省資源の取組の進行管理をより一層重視するた

め、全組織を対象とする「とくしまエコマネジメントシステム」を平成 24 年度に構築しまし

た。 

令和３年３月に策定した第３次徳島市環境基本計画（地球温暖化対策推進計画の区域施策編

を内包）及び第５次徳島市エコオフィスプラン（同計画の事務事業編）を受けて、令和３年度

にシステムの見直しを行い、令和４年度から第５版システムとして運用を始めました。 

 

⑴  PDCA サイクルによる運用 

第５版システムは、組織が実施する施策等から生じる環境への影響を、自主的かつ継続的

に改善していくための仕組みです。「計画（Plan）」、「実施（Do）」、「点検（Check）」、「見直

し（Act）」の PDCA サイクルにより継続的な環境配慮への取組を行いますが、システムを

着実に効果的かつ効率的に推進するため、システム全体を管理する PDCA サイクルと、各

取組単位の PDCA サイクルを多層的に運用します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用範囲 

  本システムは、次の組織が実施するすべての事務・事業に適用します。  

適用対象者 

 すべての職員  (会計年度任用職員等も含む ) 

適用とする取組 

・徳島市環境基本計画（地球温暖化対策推進計画を内包）に位置づけられる「環境施策の

展開」 

・「エコオフィスプランの推進」  

・環境法令の遵守等、適切な「施設・設備の管理」  
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⑵  運用結果（令和 4 年度） 

区  分 実施状況 

環境施策の展開 
徳島市環境基本計画に基づく環境施策として 96 件の
事業を実施し、年度当初に掲げた目標値を概ね達成  

エコオフィスプランの推進  
全ての課等において徳島市エコオフィスプランに基づ
く取組みを実施 

施設・設備の管理  
各所属は環境法令の適用を受ける施設・設備を把握
し、適正に管理 

 


